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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績動向を踏まえ、平成26年５月 14日に発表しました平成27年３月期の業績予想

（連結・個別）を下記のとおり修正いたします。 

 

記  

 

１．連結業績予想の修正について 

(１ )平成 27 年３月期第２四半期累計期間連結業績予想の修正 

（平成 26 年４月１日～平成 26 年９月 30 日）  

 売上高  営業利益  経常利益  当期純利益 
１株当たり

当期純利益

前回発表予想 (A) 
百 万 円

2,470

百 万 円

25

百 万 円

20

百 万 円  

15 

円  銭

1.50

今回発表予想 (B) 2,540 180 160 130 13.03

増減額 (B-A) 70 155 140 115 

増減率 (％ ) 2.8 620.0 700.0 766.7 

(ご参考)前期第２四半期実績 

(平成 26 年３月期第２四半期) 
2,338 △ 19 △ 53 267 26.78

 

(２ )平成 27 年３月期通期連結業績予想の修正 

（平成 26 年４月１日～平成 27 年３月 31 日）  

 売上高  営業利益  経常利益  当期純利益 
１株当たり

当期純利益

前回発表予想 (A) 
百 万 円

4,940

百 万 円

90

百 万 円

55

百 万 円  

40 

円  銭

4.01

今回発表予想 (B) 5,010 245 195 155 15.53

増減額 (B-A) 70 155 140 115 

増減率 (％ ) 1.4 172.2 254.5 287.5 

(ご参考 )前期実績  

(平成 26 年３月期 ) 
4,755 △ 59 △ 105 203 20.39
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２．個別業績予想の修正について 

(１ )平成 27 年３月期第２四半期累計期間個別業績予想の修正 

（平成 26 年４月１日～平成 26 年９月 30 日）  

 売上高  営業利益  経常利益  当期純利益 
１株当たり

当期純利益

前回発表予想 (A) 
百 万 円

2,110

百 万 円

15

百 万 円

5

百 万 円  

5 

円  銭

0.50

今回発表予想 (B) 2,170 130 125 105 10.52

増減額 (B-A) 60 115 120 100 

増減率 (％ ) 2.8 766.7 ― ―  

(ご参考)前期第２四半期実績 

(平成 26 年３月期第２四半期) 
2,043 △ 68 △ 85 250 25.05

 

(２ )平成 27 年３月期通期個別業績予想の修正 

（平成 26 年４月１日～平成 27 年３月 31 日）  

 売上高  営業利益  経常利益  当期純利益 
１株当たり

当期純利益

前回発表予想 (A) 
百 万 円

4,220

百 万 円

50

百 万 円

10

百 万 円  

10 

円  銭

1.00

今回発表予想 (B) 4,280 165 130 110 11.02

増減額 (B-A) 60 115 120 100 

増減率 (％ ) 1.4 230.0 ―  ―  

(ご参考 )前期実績  

(平成 26 年３月期 ) 
4,140 △ 115 △ 152 179 17.97

 

３．修正の理由 

(１ )個別業績予想 

  平成 27 年３月期業績予想につきましては、鉄鋼関連製品、産業用機械および精密機械

部品を中心に概ね順調に推移し、主力の情報産業用刃物の持ち直しもあり、前回発表予

想を若干上回る売上高となる見込みであります。 

  営業利益、経常利益、当期純利益は、売上高の増加に加え、売上構成に占める収益性

の高い製品比率が増加したことや諸経費削減等により、前回発表予想を上回る見込みで

あります。 

 

(２ )連結業績予想 

  第２四半期連結業績および通期連結業績ともに、主に個別業績予想の修正に伴うもの 

であります。 

 

(注 )上記の連結業績予想および個別業績予想は、本資料の発表日現在における入手可能な

情報および将来の業績に影響を与える不確定な要因に係る仮定を前提としています。

実際の業績は、今後様々な要因によって予想値と大きく異なる結果になる可能性が

あります。                          

以  上  


